






























為 ス モ ノ ハ 薩 摩 藩
一一 テ、当時西郷隆盛モ薩


















キ 、 折 節 、 西 郷 隆 盛
、 桐 野 利 秋 、 楢 原





























相 馬 永 胤 が 鹿 児 島 藩 に 滞
在 し た 期 間 は ほ ん の数
ヶ月
に 過 ぎ な い が 、






伊地知といった当時の鹿児島藩の名だたる重臣たちが諸藩からやって 来 た 留学生たち と 交 流 し て い た こ と も こ こから知る こ と が で き る 。では、この時期に全国から鹿児島藩に集まった諸藩士たちは鹿児島の地において何を行っていたのだろ
うか。残念ながら



































体的な行動を見てい-こととするが､最初に幕末における鹿児島藩の軍制改革および教育改革を見てい-｡｢手控｣　にあるように諸藩士が｢ 事修行｣　のために鹿児島藩 留学したので れば'明治初年の鹿児島藩において､諸藩士 軍学を教授できるような体制がいつごろ､どのようにしてつくられていったのか考え ためである｡なお'史料名を明記していないものはすべてこの｢手控｣ 取ったものであること 最初 お断りしておく｡1.幕末における鹿児島藩 軍制改革の状況
幕末の幕府および諸藩における教育改革および軍制改革の一つと
して兵学校や軍艦所 設置が挙げられる｡従来'武術教育の場としては各藩が武術稽古場を領内や江戸 邸に置き､藩士に剣術･槍術･弓術などを奨励してきた｡この状況を一変させたのが寛政期以降多発する異国船の到来による海防意識の高まりであり､開国後 内憂外患意識である｡諸 は大砲 小銃､弾薬などの製造や買い入れを
行 い 、 こ れ を 用 い た 洋 式 の 軍 隊 編 成 を 行 っ た 。 さ ら に は 大 船 を 建 造 、購 入 し た 藩 に お い て は 航
海術や測量術などを学ぶ必要に迫られ、そ
のための教育部署が設けられた。
こ の よ う に 幕 府 や 諸 藩 は 外 圧 に 対
抗 す る た め 急 い で海陸軍を整備して い っ た の で あ る 。これにあわせて軍制の改革を行う藩も出てきた。農兵、商兵を採用し、大砲
隊や狙撃隊などを組み込むなど大きな再編を行った長州
藩 、 長 崎警 備 体 制 の 強 化 や 領 地 の海岸
防備の た め に 家 臣 団 を 増 強 し 、
銃隊を設置し






制 改 革 が 行 わ れ た の は
弘化三年(
一八四六)










つと し て 十 一 代 藩 主 ・

















駆 け 、 洋 式 軍 備 を 導 入 し て い っ た 背 景 に は 斉 彬 の 先 見 の 明 が 大 き い 。それは鹿児島藩の地理的要因や琉球との関係が挙げられるが、本稿ではその意義を求めることはせず、明治初年の軍学教育に繋がる下地が幕末のこの時期に出来あがっていたことを確認しておくに止める こ と と す る 。鹿児
島藩の幕末の教育政策に目を向けると、開成所の設立が挙げ
られる。鹿




































陸 軍 操 練





































操練 所 は 京 阪
周辺の旗本や
御家人、西国







































































級生になると志望する者は江戸や長崎に遊学できる制度があったかどうかは史料上では確認できなかったが、実際に田尻は開成所から長崎に半年間留学し、その後、江戸に出て慶慮義塾に入塾、その後は 幕 府 の 開 成 所 や海軍兵学寮
で学んでいる。このように鹿児島藩の
開成所は藩士の人材育成システムとして非常に大きな役割を果たし















その後、この英語などの基礎教育は開成所で、軍学および訓練は陸軍 操 練 所 ・
海軍所が行うという体制がつくられ、この体制が明治初















「 藩 の 兵













































こ こ に あ る よ う に 旧 鶴 岡藩主
・ 酒 井 忠 篤、














・ 野 津 鎮 雄 、
桐














































岡 藩 の 人 々





















































以 て 参 り 居 り た く 御座 候 に 付 き 、








橋口氏井 び に い 十 院 氏 ・
田中氏三
人 の み に 御 座 候 問 、
何卒御願い申し上げ候。頓首。
(明治四)
十 月 五 日
西 郷 吉 之 助
黒田了介様
m
こ こ で は
「 大 泉 県 菅 」 つ ま り 鶴 岡藩 士 ・
菅 実 秀 と 酒 井 忠 篤 の 近 習 ・






















































彼 れ な ら ば い づ く に 出 で て も 恥か
しからず。国辱を雪ぐとは、





国の為め 身 命 を 地 ち 、
通れ













三 月 ま で 練
兵を習ひ、


















三 月 ま で 修 業 し 、
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こ こ か ら 読 み と る こ と が で き る だ ろ う 。そして、
藩主を含め
た多くの人々


























































た 大 勢 の 藩 士 を 鹿 児 島
ヘ送
り 込 ん だ と い う よ う
にも











































































桑 名 藩 の 大
参 事 ・
酒 井 孫 八
郎へ建白書を提出後、
江 戸 藩 邸
において自決した人


















い て は ほ と ん ど 触 れ て い な い が 、
『 桑 名 藩 士 瀧 安 良 紀念 帳 』












































ノ 見 ル 所 一 致 シ タ ガ 為 、 滞 留 僅 ニ
四 十 日
デ帰 藩 進 言




「 相 馬 永 胤 翁 懐
旧記」にあるように、この時期、各藩か























ヨリ 木 工 織
工ニ至ル迄一
ト シ テ 備
ハラ ザ ル ナ シ 」 と
あるように集成館を案内されて、その設備に圧倒されている。彼 等





時 ヨ リ 山 脇 氏 、 高松 ト 田 原 先 生
一一 従テ 製薬所
一一 到 ル 、 我
等 舎 密 ・
砲術ニ暗キ
ヲ以テ恰モ盲人ノ宝ノ山ニ入ルカ如シ
」 と あ る 。 文 中 に
あ る 田 原 は 後 で 述 べ る よ う に 兵学校総宰・
田原陶吉を指すと思われ











同 じ く 一 月
二十二日、先
に桑名に帰る山脇の送別会を行い、馬場、高松、水野は寮に九時三十分に帰った。すでに寮の門は閉ざされていたが、たまたま人がいたので入ることができたが、二十五日には田原に呼ばれて
「( 水 野 )
勝 毅 ・





逸 ノ 事 ニ ア ラ













立 さ れ た 大 阪 兵学寮も同様だっ た ら し く 、 あ る 兵学寮生徒が日曜 日に外出先から寮に帰ってくる時聞が門限から一分遅刻した際、一週間の外出禁止という処罰を受けているn。この点から考えると鹿児島 藩 兵学寮 の




名 藩 に 帰 る が 、 水 野 は 当
地に留まり、軍学修業を続けている。鶴岡藩の面々も先に述べたように、瀧と同様に三月には鹿児島を引き上げたと思われる。水野が鹿 児 島 に い つ ま で い たかは
不明
ではあるが、この日





み る 留 学 生 た ち の 軍
学修業の実態
( l)留学生たちの鹿児島城下への道のり



























氏 や 仙 波 氏も同道して 、
鹿児島藩の大坂藩邸にも出向き、鹿児島藩留守居役・脇田市郎にも挨拶するなど、鹿児島行きの準備を着と々進めている。
五日には大







































































































































































































































































































































































































































明治初年における鹿児島藩の 軍学教育 一彦根藩留学生から見た実態につ いて一
軍 歩 圭 内 軍 か
に 兵 介 則 の を こ
関 に が を 規 取 こ 一 一二 一二 一二 一二一二一二す 関 翻 翻 則 り で 、 一る す 訳 訳 を 上 は 英 士 大 大 洋 砲 数 教 土 金 陣 壁
書 る し し 翻 げ 全 国 官 日 日 定 算 術 学 導 工 湯 中 障
籍 書 た た 訳 、 て 議 必 本 本 価 例 小 間 時 程 中 軌 略 街 大
が 籍 フ も し 簡 の 事 携圏雲 録 題 学 題 限 式 学 典 典 兵 隊
多 を ラ の た 単 書 院 一 細 海 略 之 之い 翻 ン 、 も に 籍 伝 七 図 全 部 部こ 訳 ス 主 の 説 を 書 図と し の 吾 、 明 詳が た 書 語 豆 し しわ も 宗主程 )、 芦 寮 ぃ 解る で 『 』 日 ミ 説。 あ 陣 は
車 と する 中 慶
れ O 軌 応 は 「 こ
は こ 典 三 フ 陸 と
明 の 』 年 ラ 軍 は
治 よ 宣 ( ン 甲 で
三 う 同 一 ス 典 き
年 に じ 八 陸 』 な十 フ く 六 軍 は い
月 ラ フ 七 士 フ が
に ン ラ ) 官 ラ 、
政 ス ン に 学 ン い




















































































四 四 二 一
冊 冊 冊 冊
和 蘭学制
冊
一冊六 三 八 四 一

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 1 r手控」 に み る 鹿児島藩への留学生出身藩内訳
出身・屑書 名 目リ 備 考 出身・屑書 名 目リ 備 考
出石藩 稲垣幾介 鹿児島藩 川上喜藤太
上田藩 侯子・松平弘 鹿児島藩 川添彦右衛門
上田藩 侯子・松平弥三郎 鹿児島藩 相良幸介
上田藩 大島平四郎 鹿児島藩 増分尚次郎
宇都宮藩 鶴牧分造 鹿児島藩 大山精一
雲州藩 近藤崎之助 鹿児島藩 大野武七
雲州藩 品木貫一 鹿児島藩 但馬仲介
雲州藩 石田精之介 鹿児島藩 谷山平蔵
大泉藩 永井深平 鹿児島藩 中村善之介
大泉藩 加藤竹三郎 鹿児島藩 田原惣太郎
大泉藩 黒崎与八郎 鹿児島藩 土持膳太夫
大泉藩 今泉絃一郎 鹿児島藩 藤田孝右衛門
大泉藩 山口ニ弥 鹿児島藩 内田八郎次
大泉藩 松井季治 鹿児島藩 日置吉左衛門
大泉藩 神田六右衛門 鹿児島藩 梅北八郎右衛門
大泉藩 石井武雄 鹿児島藩 白漬峯ー
大泉藩 石川与八郎 鹿児島藩 北{�
大泉藩 浅香彦右衛門 鹿児島藩 木腹休五郎
大泉藩 伴音門 鹿児島藩 野五静一
大垣藩 守匡竹蔵 鹿児島藩 野村ー清
小浜藩 佐伯弘平 長崎にて面会 鹿児島藩 友野弥一 2月1日出立
小浜藩 粕屋懸太郎 長崎にて面会 鹿児島藩 築瀬新之丞
鹿児島藩 伊地知甚左衛門 上山藩 中嶋泰平
鹿児島藩 永田研吉 霧島栄ノ尾温泉 安藤宗次郎
鹿児島藩 永田彦左衛門 熊本藩 遠藤喜三郎 2月下旬出立
鹿児島藩 岡村・休左衛門 熊本藩 遠藤喜太郎
鹿児島藩 岡田敬介 熊本藩 坂本次郎
鹿児島藩 下ノ新田・得能左平次 熊本藩 松嶋繁三郎
鹿児島藩 下ノ新田・槙木新之丞 熊本藩 瀬嶋嘉平
鹿児島藩 河野甚五郎 熊本藩 大西弥太郎
鹿児島藩 河野保次郎 熊本藩 池崎吉十郎
鹿児島藩 貫代幸之進 久留米藩 水野丹後 2月1日出立
鹿児島藩 串木野・金丸謙吉 久留米藩 赤松 2月1日出立
鹿児島藩 向井省吾 桑名藩 小野二郎
鹿児島藩 国分才一 桑名藩 水野太郎
鹿児島藩 黒川豊輔 桑名藩 中邑鉄ー
鹿児島藩 黒木源之介 桑名藩 馬場榊三郎
鹿児島藩 坂元虎 国分浜ノ市問屋 林彦右衛門
鹿児島藩 坂元俊一郎 佐賀藩 藤原九郎
鹿児島藩 坂冗彦右衛門 佐賀藩 徳久儀平
鹿児島藩 坂口繁輔 通塾 佐賀藩 平川判治
鹿児島藩 ニ輪幸之介 笹山藩 法貴篤介
鹿児島藩 市来・岩重格之丞 重原藩 豊田善八郎
鹿児島藩 児玉八之進 静岡藩 阿部階 長崎にて面会
鹿児島藩 芝山四郎兵衛 静岡藩 志村太郎 2月l日出立
鹿児島藩 種ヶ島・岩門八三 静岡藩 小川次郎 2月l日出立
鹿児島藩 松岡五右衛門 静岡藩 小林弥太郎
鹿児島藩 松崎鉄次 2月1日出立 静岡藩 吹田鯛次
鹿児島藩 上ノ原・黒田金弥 静岡藩 塚原直太郎 2月l日出立
鹿児島藩 新納七次 静岡藩 堀覚之介
鹿児島藩 新納平兵衛 新発田藩 上田澄之助
鹿児島藩 星山彦之進 島原藩 宮川大弥太 3月20日退寮
鹿児島藩 青山甚之丞 島原藩 笹田安右衛門
鹿児島藩 青木黒人 島原藩 山本佐学 3月20日退寮
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出身・肩書 名 目リ 備 考 出身・肩書 名 目IJ 備 考
島原藩 津省吾 与板藩 河向藤太 2月1 日出立
大聖寺藩 梶谷克彦 兵唐にて面会 与板藩 内藤祐太 2月1 日出立
大聖寺藩 山口均 兵躍にて面会 与板藩 畑栄一郎 2月1 日出立
津山藩 後藤吾郎 不明 伊集院新右衛門
津山藩 渡辺敷五郎 不明 伊集院早五郎
土州藩 安岡通之助 2月1 日出立 不明 伊地知七右衛門
豊津藩 碓井徳川太郎 不明 伊地知甚右衛門
豊津藩 遠藤鉄之助 不明 伊地知清左衛門
豊津藩 熊谷俊一郎 不明 河上次郎兵衛
中津藩 猪渡半二郎 不明 貴嶋美助
中津藩 恩田源五郎 不明 菊野弁之助
中津藩 角半右衛門 不明 橋口直右衛門
中津藩 官沼新吾 不明 玉利善之丞
中津藩 堀輝吉 不明 原田孫兵衛 通塾
中津藩 揮渡彦五郎 不明 溝口新次郎
中津藩 慣野牛児 不明 今村米輔
中村藩 岡田五郎 不明 坂本十郎 通塾
中村藩 池田参蔵 長崎にて面会 不明 ニ原菊五郎
中村藩 門馬売ニ 不明 三原彦五郎 通塾
彦根藩 廻沢之丞 不明 市河嘉衛 通塾
彦根藩 宮内善之進 不明 市来菊之丞
彦根藩 相馬信一郎 4月1 4 日出立 不明 市来真助
彦根藩 樋口一蔵 4月14 日出立 不明 児玉八郎
肥削鹿嶋藩 下川辺百一 不明 児玉友介
肥間鹿嶋藩 谷口文四郎 不明 児上友介 通塾
姫路藩 伊藤潜蔵 2月1 日出立 不明 小倉喜八郎
姫路藩 永田昌太郎 2月1 日出立 不明 小倉基彦
姫路藩 河合猪之吉 2月1 日出立 不明 松本光七
姫路藩 岩橋静彦 2月1 日出立 不明 松本平輔
姫路藩 久松数馬 2月1 日出立 不明 上村四郎次
姫路藩 牛込秀 2月1 日出立 不明 新納雄吉
姫路藩 局須錬一郎 2月1 日出立 不明 水野太郎
姫路藩 根峯来四 2月1 日出立 不明 西謙蔵
姫路藩 生駒新平 2月1 日出立 不明 西謙蔵 通塾
姫路藩 大橋信夫 2月1 日出立 不明 西石八郎
姫路藩 池内習 (吉) 2月1 日出立 不明 千団長之進
姫路藩 塚原秀雄 2月1 日出立 不明 相野太兵衛
姫路藩 本宮平吉 不明 村上沢之丞 通塾
姫路藩 本宮平馬 2月1 日出立 不明 村田鯛太郎 通塾
平戸藩 鈴木綿之助 不明 大迫喜兵衛
弘則藩 菊池九郎 不明 知識深介
弘則藩 菊池九郎 不明 竹下宇兵衛 通塾
弘則藩 田中坤 4月21 日出立 不明 竹下丈八郎
弘則藩 樋口小ニ郎 4月14 日出立 不明 中村龍助
広橋正三位殿従者 永田忠俊 不明 中嶋敬介 通塾
福江藩 中里力二郎 不明 長友善介
福岡藩 安中定 不明 田原惣太郎
福岡藩 津田守彦 不明 -木漂之進
松嶺藩 川上十郎 不明 柏田素助
松嶺藩 塚田道弥 不明 福永吉之助
ニ 日月藩 田嶋源太郎 2月1 日出立 不明 平田助次郎
二 日月藩 田嶋源太郎 不明 木原尚兵衛

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鹿 児 島 県
教育史
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相 馬 永 胤 翁 懐 旧 記
」(
前掲)
